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論文内容要
旨
序論
 建築生産過程において工匠に必要とされる技術や知識を記したものとして建築技術書があり、その内
 容は木割・規矩・絵様・規式・積算等々多岐にわたる。この中で木割は、建物を構成する部材と各部材
 相互間の比例関係を示すものであり、設計上特に重要な指針である。
 木割書をはじめとする建築技術書類は、それらが記された当時の設計原理を解明ずる上で不可欠なも
 のであり、従来、そこに記される木割自体に着目した論考が主として行われてきた。しかし、近世初頭
 以前の建築技術書は少ないため、建築技術書に記される設計方法の歴史的変遷め観点から十分論じられ
 てきたとは言えない。特に設計方法が体系化されてゆく過程などについては、詳細1こなされているとは
 言い難い。また、遺構と木割との関係についての研究は、主に「匠明」やその他の江戸期の難築技術書
 に記される木割値(比例値)との比較や分析が行われてきたが、それらの研究は少なく、,建築技術書成
 立以前の遺構を基に建築技術書の成立を解明しようとする研究については、未だなされていない。
 近年、建築技術書の研究が進み、近世初頭以前の建築技術書の発見によって、それぞれの木割内容や
 成立過程が次第に明らかにされつつある。以上の研究を前提としながら、明治時代以前に記された建築
 技術書を可能な限り収集した。これらは記述された時代によって、室町末期から江戸初期までのもの(初
 期建築技術書)、江戸中期のもの(中期建築技術書)、江戸後期以降明治初頭までのもの(後期建築技術書)
 に分けられ、さらに、建築流派などによって、四天王寺流、建仁寺流、諸藩・諸家、公刊本の4つの系・
 列に分けられる。本研究では、それら建築技術書に記される神社本腰の木割を対象とし、各建築技術書
 .にみられる設計原理を明らかにし、それぞれの建築技術書の特徴及び設計方法の体系化の過程を明らか
 にする。さらに、建築技術書成立以前の建築遺構と建築技術書の設計原理との比較を行なうことにより、
 両者の関係を明らかにし、近世建築技術書にみられる神社本殿の設計方法の成立及びその変遷過程を明
 らかにすることを肉的とする。
 本論文は4章と結論で構成されている。以下に概要を示す。
 第一章建築技術書における一間社の設計方法
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 本章では四天王寺流、建仁寺流、諸藩・諸家、公刊本の4系列の建築技術書に記される一間社の木割
 を緻密に解読・分析し、それぞれの設計方法の特徴を明らかにしている。
 四天王寺流の建築技術書では、江戸中期頃まで、平面の設計方法はすべて垂木基準型(垂木を基準単位
 とする)である。諸部材の設計方法は柱、垂木、柱の面、向拝柱など様々な部材を基準として割り出す方
 法である。建仁寺流の建築技術書では、江戸中期頃まで平面決定法は柱基準型(柱径を基準単位とする)、
 垂木基準型の両方がみられる。諸部材の設計方法は身舎柱、垂木、柱の面、向拝柱など様々な部材を基
 準として割り出す方法である。江戸後期になると、平面決定法は蚕木基準型のみになり、諸部材の設計
 方法は殆どが身舎柱径に1/10を単位とする比例係数を掛ける方法と垂木を基準として割り出す方法に
 なった。諸藩・諸家の建築技術書では、江戸初期のものについては、平面の設計方法は殆どが柱基準型
 である。諸部材の設計方法は身舎柱、垂木、柱の面、向拝柱など様々な部材を基準として割り出す方法
 が存在していた。また、現在では用いられない特殊用語が多々認められた。殆どの諸藩・諸家の初期建
 築技術書では未だ建築流派としての意識が認められない中で、林家建築技術書は流派意識が早くからみ
 られる例である。江戸後期になると、平面決定法は垂木基準型のみとなり、諸部材の設計方法は殆どが
 身舎柱径に1/10を単位とする比例係数を掛ける方法と垂木を基準として割り出す方法になった。また、
 仙台藩の朴沢家、加賀藩の清水家などには中央の流派が江戸中期以降に伝えられ幕末まで維持されるが、
 一方で、幕末になると秋田藩の戸崎家のように中央の流派の建築技術でありながら、流派を全く意識し一
 ないものも現われるようになる。公刊本では、江戸時代全般を通して＼平面決定法は垂木基準型、柱基
 準型の両方がみわれる。諸部材の輩計方法は殆どが身舎柱径に1/10を単位とする比例係数を掛ける方法
 と垂木を基準として割り出す方法である。
 第二章建築技術書における二間社、三間社、五間社などの設計方油
 多くの建築技術書では一間社め木割を基準として、その発展形である二、三、五問社の設計方法をぶ
 している。本章では各建築技術書に記される設計方法の特徴が一問社:の発展形である二間社、三問社、
 五問社などの木割にどのように表れているかを検討している。
 四天王寺流の建築技術書では、江戸中期頃まで、平面の設計方法はすべて壷木基準型である。諸部材
 については一間社が基準となっていた。建仁寺流の建築技術書では、江戸中期頃まで平面決定法は柱基
 準型、垂木基準型の両方がみられる。諸部材については一間社が基準となっていた。江戸後期になると、
 平面決定法は垂木基準型のみになり、諸部材の設計方法は殆どが身舎柱径に1!10を単位とする比例係数
 を掛ける方法と垂木を基準とじて割り出す方法になった。諸藩・諸家の建築技術書では、江戸初期のも
 ㌔のでは、平面の設計方法は殆ど垂木基準型である。諸部材については幾何学的に部材を割り出す方法、ミ
 簡単な地例係数を掛ける方法、柱の面、身舎柱径、垂木を基準どして割り出す方法など多様な設計方法
 が存在していた。また、現在では用いられない特殊用語が多々認められた。江戸後期になると、平面決
 定法は垂木基準型Φみになり、諸部材の設計方法は殆どが身舎柱径に1/10を単位とする比例係数を掛け
 る方法と垂木を基準として割り出す方法になった。公刊本では、江戸時代全般を通して、平面決定法は
 童木基準型である。
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 第薫章建築技術書の設計方法の変遷
 本章では建築技術書における平面、立面及び建築構成する諸部材の設計方法について神社本殿の建築
 形式および規模毎に比較分析し、各建築技術書の成立年代を基に室町時代末期以降における設計方法の
 歴史的変遷を明らかにしている。,
 平面設計方法は、柱基準型、垂木基準型に大別することができた。一間社に関しては、初期建築技術
 書では柱基準型である乙中期建築技術書では、四天王寺流が垂木基準型、建仁寺流が柱基準型を基本と
 し、公刊本では両方の設計方法がみられる。後期建築技術書では、何れの系列でも殆どが垂木基準型で
 ある。二間社以上に関しては、1まぽ全ての建築技術書が錘木基準型であるが、江戸初期の小林寒史料の
 一部と江戸中期の建仁寺流のみが柱基準型である。以上、平面設計方法は時代が降るにつれて柱基準型
 から垂木基準型へ変化していったと言える。その理由としオは、垂木基準型の方が柱基準型より微妙な
 比例関係を奉現しう資設計方法であるためと考えられる。・'
 高さを決める重要な要素は浜床、大床、身舎の商さの三点である6これらの設計方法は時代`流派な
 どによる相違は認められない。身舎高さについては、長押内法高さと柱間との比率が強く意識され、長
 押内法高さが身舎のプロポーションを決める上で、最も重要な要素と考えられていたこ.とが明らかにな
 った。また、正面柱間の規模が小さい場合は、柱間に対する長押内法高さの比を大きくしており、この
 ことによって建物の形態を調整している場合もみられる。
 重根につい七は、時代が降るにつれて屋根勾配の謙計方法が具体的かつ詳細になっていくが、時代に
 よる相違は認められない。
 諸部替の設計方法については、初期建築技術書の斎藤家史料N小林家史料、林家史料では、幾何学的
 に部材を割り出す方法、、簡単な比例係数を掛けう方法、柱の面、柱径、垂木を基準として割り出す方法
 など多様な設計方法が存在していた。しかし、江戸後期になると、i殆どの建築技術書で、身舎柱径に班。.
 を単位とする比例係数を掛ける方法と垂木を基準として割り出す方法になっていく。
灘
 第四章遺構から見た建築技術の成立
 本章では国或いは各地方自治体の文化財に指定されている一間粒の中から、建築技術書が成立する以
 前に建てられた遺構と建築技術書に記される設計方法を堵較することによφ、建築技術書に記される設
 計方法の成立過程の解明を試みている。
 遺構の平面規模と垂木枝数の関係は、正面の柱間規模が8尺以上になると垂木数は20、22、24枝1と
 集中し、8尺以下では16、18枝に集中する。この傾向は建築技術書の設計方法で9尺から1丈程度の規
 模の場合の垂木数と、4尺から5尺程度の規模の場合の垂木数とにそれぞれ一致していることが確認で
 きた。
 遺構の立面については、正面の間の規模が小さくなるに従い、柱間に対する内法高さの比率が高くな
 る傾向がみられる。これは林家史料の「日本社の木擢・賀茂用壱問社」、四天王寺流の「匠明・壱問社一
 之図」などの建築技術書における内法高さの設計方法と合致する。
 遺構の諸部材については、身舎柱径は、正面の柱間のO.1、0.11、0.12倍に集中しているが、草藤規
 模が小さくなるに従い身舎柱径が大きくなる傾向が見られた。このような比例値や傾向は建築技術書の
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 設計方法に合致していることが確認できた。即ち、平面規模によって身舎柱径を調整する方法は建築技
 術書成立以前の遺構にも認められる。遺構における向拝柱の太さは、身舎柱径の0.7、0.75、0.8倍に
 集中している。律築技術書に記されている向拝柱の太さは身舎柱径のα8倍であり、これは遺構に最も
 多く使われている値である。遺構の長押の丈は、身舎柱径のG.55、0.6、0.65倍に集中している。建築
 技術書に記されてし》る長押の丈はα6倍であり、これは遺構に最も多く使われている値である。遺構の
 頭貫の丈は、身舎柱径の妹6、α65、0.7、0.8倍に集中している。塵築技術書に記されている頭貫の丈
 は0.6、0.7、0.8倍であり、これは遺構に多く使われている値である。
 また、個別例として、宝来山神社本殿(和歌山県伊都郡かつらぎ町、慶長19(1614)年)は、初期建
 築技術書の「(門形宮形規式)・一間やしろ之事」や「(諸木砕)・一閲やしろの事」に記される設計方法
 に棒めて近く、建築形式も細部に至るまで[致し、遺構と建築技術書の深い関連性が指摘できる事例で
 あるr
 以上より、建築技術書が成立する以前に建てられた遺構より知られた平面・立面や諸部材寸法の比例
 値が多くの建築技術書にみられ、実際の建築が技術書成立に対し影響を与えたことを明らかにした。
灘
結論
 第ず章から第四章で行った個々の検討・考察を総合し、建築技術書に記される神社本殿の譲許方法の
 蓼遷過程や建築技術書成立場前の遺構が建築技術書の球享に与えた影響の一端を明らかにした。
 初期建築技術書では・流派の視点から見ると・殆どで流派意識雑認められなかったが・その中で・林
 家は早くから流派を意識した事例であることを指摘した。平面設計方法は殆ど柱基準型であり、諸部材
 は幾何学的に部材を割り出す方法、簡単な比例係数を掛酵る方法、柱の面、柱径、垂木などの多くの部
 材を基準とする割り出す方法など多様な設誹方法が存在していた。細部についでは記載されないものが
 多くみられる。中期建築技術書では、四天主寺流、建仁寺流を明確に謳う建築技術書が体系化され、そ
 れぞれで特徴が見られた。.平面設計方法は柱基準型、垂木基準型がみられた。諸部材の設計方法は幾何
 .学的に部材を割り出す方法や、様々な部材に簡単な比例係数を掛ける方法が減り、身舎柱径に、1/10を単
 位とする比例係数を掛ける方法と蚕木を基準として割り出す方法が主流となる。ざらに、細部まで詳し
 い規定がなされるものが多くみられる。後期建築技術書では、流派については丸流派意識が薄いものも
 現われてくる。殆どの建築技術書の平面設計方法は垂木基準型となる。諸部材の設計方法も殆どが身舎
 柱径に1!10を単位として比例係数を掛ける方法と垂木を基準として割り出す方法となる。即ち、神社本
 殿の設計方法は江戸時代中期から後期にかけて垂木数を基準とする所謂枝割法へと収斂していったと
 害えるもまた、それぞれの建築技術書において他と異なる木割値を用いるものがみられるようになった。
 建築技儲成立以前の騨腱築技術書を比較したとこう・躯柱謙抑・頭熱どの部脚ま趨、
 構で多く採用されている木割値が建築技術書で使用されていることが明らかになった。遺構では平面規
 模が小さくなると、垂木数1ま少なくなり、内法高さは柱間に対する比率が高ロくなり、身舎柱径も大きく
 なる傾向がある。このような傾向は建築技術書の設計方法と一致する。つまり、建築技術書成立以前の
 遺構にみられる設誹方法が建築技術書に反映された可能性を指摘できた。
 以上、嬢築技術書における神社の設計方法の成立、変遷過程を明らかにした。
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蒙輿
 論文審査結果の要旨
 我が国固有の建築文化や琿築技術を正しく理解し活用していくなめには、個々の歴史的建築が建てら
 れた当時の設計原理を解明すると同時に、それらの設計原理が成立し、さらにはそれらが発展していく
 過程を解明することが重要な課題となる。しかしながら、日本の伝統的建築の設計方法に関してみると、
 この様な観点からの研究は未だ十分に進められてはいない。本研究は神社本殿を対象とし、一様々な建築
 .技術書に記される設計方法が体系化されていく過程や建築技術書成立以前の建築遺構が建築技術書成立
 に与客た影響の一端を解明したもので・序論・本章(4章より成る)・結論で構成されている。
 序論では、本研究の意義、既往の研究及び論文の構成について述べている。
 第三章では、一諸家に伝来したもの、江戸時代の二大建築流派である四天王寺流と建仁寺流それぞれに
 属するもの、公刊されたものの4つに分類される建築技術書を全国から収集し、各分類ヒ属する全ての
 建築技術書に記される一問社の木割を緻寧に解読・分析し、各夕の設計方法を明らかにレている。これ
 ら史料の中には、新たに発見したものもあり、特に建築抹術の成立過樫を解明する上で興味ある内容が
 多く含まれている。
 第2章では、前章で明らか礁レた各建築抹術書に記される一間社:の設計方法の特徴が、それらの発展
 形である二間社、三間社、葦間社などの木割にどのように表れているかを検討しているも
 第3章では・各建築技術書に記される平面・掌面及び建築を構成すう諸部材の設計方法礁ついて神杜
 本殿の建築形式及び規模毎に比較分析し、各建築技術書の成立年代を基に室町時代末期以降における設
 計方法の歴史的変遷を明らか1こしている。即ち、.室町時代末期から江戸時代初期の主として諸家に伝わ
 った建築技術書には建築流派意識は認められず、平面設計方法は柱の直径を基準とする方法であり、諸
 部材の割り畠レ方には多様な方法が存在した。葦戸時代中期には四天筆寺流や建仁寺流などの流派を明
 確に語う建築技術書g内容が体系化された。平面設計方法として垂木枝数を基準とする設計方法が多く
 用いられるようになり、諸部材の設計方法は柱の直径に1!10を単位とする比例係数を掛ける方法と垂木
 を基準として割り出す方法が主流となる。また、この時期から公刊されうようになった建築技術書の内
 容も同様であった乙江戸時代後期では、何れの嬢築技術書においても平面設計方悪は殆どが垂木枝数を
 基準とする設計方法となり、諸部材の設計方法も殆どが柱の直径に1/10を単位とする比例係数を掛ける
 方法と垂木を基準として割り出す方法となるpこれらの知見は神社建築のみに留まらず、他の伝統的建
 築における設計技術の変遷を解明する上で有意義な成果である。
 第4章では、国或いは各地方自治体の文化財に指定されている一問社の中から、建築技術書が成立す
 る以前に建てられた遺構と建築技術書に記される平面、立面及び建築を構成する諸部材の設計方法を比
 較分析することにより'、建築技術書に記される設計方法の成立過程の解明を試みている。その結果、建
 築技術書が成立する以前に建てられた遺構より知られた平面・立面や諸部秘寸法の比例値が多くの建築
 技術書に見られ、実際の建築が技術書成立に対し影響を与えたことを明らかにしている。
 結論では、第1章から第4章で行った個々の検討・.考察を緯合し、建築技術書に記される神社本殿の
 設計方法の成立、変遷過程を明らかにしている。
 以上、本論文は室町時代に存在した多様な建築設計方法が江戸時代中期から後期にかけて、垂木枚数
 を基準とするいわゆる枝割法へと収斂していく過程の一端を解明したもので、建築技術史の研究分野の
 発展に寄与するとζろが少なくない。
 よって、本論文は博‡(工学)の学位論文として合格と認める。
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